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１．概 要 

伏木富山港（伏木地区）防波堤（北）（A-2～D’区間）で、平成 20 年 2 月に長周期うね

りによる被害が生じたため、今後、以下の設計波で防波堤の設計を行うことを提案する。 
 

２．伏木地区北防波堤の対応 

2.1 設計波浪条件 

伏木地区北防波堤では、再度災害を防止する観点から、図 2-1 に示すとおり、従来の

50 年確率波と今回の被災波を比較検討して設計する。また、被災時の潮位も考慮する。 
なお、H19.4 の省令・告示、技術基準の改訂では、防波堤の要求性能及び性能規定で、

変動波浪（従来の設計波）に加え、偶発波浪（参考資料参照）の作用による規定が設け

られたが、今回の被災波は、周期は長いが波高は高くない（20 年確率波相当）ため、変

動波浪としての取り扱いとする。 
 

2.2 安定性照査フロー 

赤文字：追加箇所

観測地点における
50年確率波（実測波の統計処理）

水理模型実験結果による
波高比

設計地点における50年確率波

（T1/3=12s）

（H.W.L=+0.5m）

断面設定

安定性照査
（部分係数法）

安定性  OK

END

ブシネスク方程式による
波浪変形計算  ※1

YES

NO

比較・検討

被災波
〔観測地点 4.22m,14.2s〕

設計地点における被災波　※2,3
（T1/3=14.2s）

（H.W.L=+0.7m ；被災時の潮位）

 
※ 1 計算に用いるスペクトル形は、修正 JONSWAP 型スペクトル（γ=3.3）とし、沖側最大水深は、150m とする。 
※ 2 波圧算定に用いる波高のため、設計対象の防波堤がない状態での「進行波（通過波）」とする。 
※ 3 「堤体から 25m 地点」に波高算定地点を設定し、「ゼロアップ・クロス法」により有義波高を求めるものとする。 
 

図 2-1 安定照査のフロー 
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2.3 消波ブロックの質量算定（消波ブロック被覆堤） 

消波ブロック被覆堤の消波ブロックは、波圧低減という重要な役目を果たしており、

飛散等が生じた場合は、今回の被災のように、堤体の安定性が著しく損なわれるため、

50 年確率波と被災波を比較検討して所要質量を求める。 
 
2.4 防波堤天端高 

防波堤の天端高は、静穏度の確保が目的であることから、50 年確率波により決定する。 
 
３．長周期うねりに対する今後の課題 

日本各地で長周期うねりが観測されて来ていることから、長周期うねりが発生する可

能性のある港湾に対しては、以下の課題が考えられる。 
①風波と長周期うねりを区別した 50 年確率波高の算定 
②合田式には、波浪による水位上昇が一定含まれているため、その取り扱い 
③長周期を考慮した推算技術の向上 
④その他 

 
表 3-1 （参考）管内第 1 線防波堤の設計周期 

港名 新潟東 新潟西 直江津 輪 島 金 沢 福 井 敦 賀 
周期（sec） 14.6 14.0 12.1 12.8 12.7 13.1 13.0 

 

 

定義 

●うねり：周期 8s～20s（港湾によっては 8s～30s）の波浪 
●長周期うねり：周期 14s～20s の波浪（←被災波） 

＝偶発波浪（省令・告示による定義等は、参考資料参照）

●長周期波：周期 30s～300s（港湾によっては 20s～300s）の水面変動 
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８．参考資料 

 
○用語の定義（省令） 

 

○偶発波浪の再現期間等（告示） 
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○防波堤の要求性能（省令・告示） 

 
 
【解説】 
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○性能照査順序の例（基準 下 P825） 

 
 


